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1 2 3 4 5
kanasi 一，302 ．159 ．816 一．004 一．026
　　　　・狽≠獅nSI ．882 一297 一．191 ．060 一，058
hazukasi ．412 ．084 ．324 ’．119 ．542
血yukai 一．387 ．749 ．324 一．051 ・．084
odoroki 一．168 ・．237 一．491 ．097 ．634
kokai 一．233 ．209 ．784 ㌔016 ．141
hokori ，248 一．033 一．079 ．787 一、022
sitto ・，163 ．788 ユ86 ．021 ．071
keibetu 一．199 ．851 一，039 ．039 ．025
relax 792 一．320 一，212 ，065 ．017
keno 一．310 ．811 231 ㍉023 ．020
kouyou ．687 ・．259 一．268 ．209 ．145
rakutan 一．269 ．195 ．805 1　－・041 ．061
ika亘 一．290 ．813 ．111 ．046 ㌧012
血man 一，413 ．722 ．345 1　　．．079 ’．016
kaiteki ．864 一．284 一．166
??????．??
・．075
kibou 821 ・．293 一．172 ．193 告090
yorokobi．891 一．285 一．176 ．073 ’．104
towaku ・．424 ．154 ．248 一．092 ．612
　．rlawase ．908 一．256 一．136 ，079 ’．106
ketui ．075 、074 、023 ．845 一．033
寄与率　　　29．26％
累積寄与率
21．51％ 13．95％ 7．12％ 5．57％
77．41％
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　次に、確信度評定の結果を参照するc呈示されていなかった新規刺激の誤再認についてみると、
表3に示した平均となった。最初の呈示時になかった感情である恐怖が最も低く、平均値が1．5程
度であった。決断の表情（予備調査における決意評定平均値m＝2．77）については、32名があった側
（たぶんあった26名、確かにあった6名）に回答を行った。予備調査における各刺激の評定値の平
均は、表4のようになっており、軽蔑と嫌悪、決意と怒り、不満、不快の親近性を示している。想
定された感情は、no　1から順に、軽蔑、悲しみ、恐怖、驚き、喜び、決断、怒りであった、
表3　表情のフォールス・メモリーを示す
　　　再認確信度の平均値とSD
度数 平均値　　SD
軽蔑
悲しみ
恐怖
驚き
喜び
決断
怒り
????? 」3．44
2．95
1．47
2．84
2．05
2．49
3．12
0．85
0．97
0．66
1．01
α89
0．91
1．10
表4　新規写真刺激の各表情の尺度平均値
no悲しい　楽しい　　恥　　不快　　驚き　後悔　　誇り　嫉妬　　軽蔑　リラックス　嫌悪
1　　2．49　　　　1．23
2　　　3、72　　　　1．15
3　　　1．67　　　　1．54
4　　1．15　　　1．77
5　　　1．10　　　　3．74
62．05　1．21
7　　2．49　　　　1．08
2．00
2．49
2．23
1．23
2．21
1．26
1．38
3．13
2．54
2．33
1．44
1．10
2．92
3．49
1．21　　　　2．18　　　　L38
1．15　　　3．49　　　1．05
3．51　　　　1．44　　　　1．08
3．72　　　　1．26　　　　1．46
1．23　　　　1．08　　　　1．79
1．21　　　　1．67　　　　1．56
126　　　　1．46　　　　1．23
2，38　　　　2．82　　　　1．44　　　　3．05
1．82　　　　1．46　　　　1．10　　　　2．41
1．33　　　　2、54　　　　1．21　　　2．87
1．33　　　　1．69　　　　1．26　　　　1．62
1．08　　　　1、10　　　　3．44　　　　1．15
2．23　　　2．38　　　1．15　　　2．41
2．13　　　　1．77　　　　1．08　　　2．54
no　高揚　　落胆　　怒り　不満　　快適　　希望　　喜び　　当惑　　幸せ　　決意
??????1．18
1．18
1．44
2．38
2．67
1．18
1．13
2．08
3．64
1．41
1．21
1．08
1．67
2．69
2．54
1．69
ユ．5工
1．92
1．05
2．33
2．82
3．26
2β2
2．44
1．85
1．10
2．77
3．54
1．18
1．05
1．ユ3
1．21
3，21
1．08
1．03
1．23
1．05
1．10
1．46
2．85
1．08
1．03
1．15
1．08
ユ．21
1．51
3．74
1．08
1．03
2．33
2．72
3．36
2．03
1．21
1．72
2．41
1．18
1．03
ユ．08
1．26
3．38
1．08
1、03
1．87
1．15
1．13
1．56
1．44
2．77
2．15
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5－4　考察
　今後さらに刺激を多く準備して検討しなければならないが、本結果から新たに示唆されたことは、
決意の形態にはポジティブな表情に近いものとネガティブな表情に近いものの2通りがあり得ると
いうことであった。前向きな決意では、印象上、希望や誇りといったポジティブな感情と関係が見
られる。その一方、怒り、不満、不快などの評定が高かった表情no．13において、比較的決意評定
が高かったことから、ネガティブな表情から決意が読みとられることがあることが示された。これ
は、従来Woodworth（1938）やSchlosberg（1952）が示していたような怒りと決断が同根から生じるよ
うな場合を示唆しているものと考えられる。また、このno．13においては相対的にやや誇り評定も
高かったことから、誇り感情の中にも威張る、見下す、軽蔑などにつながるネガティブな表情が含
まれることが窺えたcただし、今回結果として得られた成分構造については、確定的なものである
とは判断できない。なぜなら、本研究では誤再認が生じるかどうかを実験の重点として置いていた
ために、最初に実験参加者に示した写真刺激に決断の表情が含まれていない。そのために決意尺度
の得点が高い刺激がなく、決意との相関が生じにくい状況であった。したがって、決断の表情を含
めた刺激群を用いた評定において主成分分析を行うことが必要であり、たとえば、同じサンプルに
再認課題と同刺激についての評定を取るなどの方法が採れればこのような主成分分析が可能なデー
タを取得することができよう。それでも今回、決意評定とネガティブな表情評定、ならびにポジテ
ィブな表情評定の両者に相関が見出せたのは新たな発見であり、今後さらに検討を進めていくべき
道筋が得られたと言えよう。検討を進める仮説的な図式として図1のような関連を考えてみること
が可能であろう。いずれも根本としては、環境、状況に対する積極的な対処というスタンスの中か
ら、希望的、未来志向的に決断を表出する場合と、困難に立ち向かう怒り的対処（aggressiveな対
処）を想定し、いずれも感情の機能としては、交感神経系の賦活、喚起水準の増加を伴って、来る
べき事態への行動準備態勢を整えて、血流を増加させたりすることにあると考える。また、他者に
とっては容易に動かされない「感じ」を与え、相反する要求や誘導を振り払う機能を果たす。この
ような働きは怒り的決断において高いのか、また、決断、選択方向への他者の援助の引き出しにお
いては、希望的決断の方が有利であるのか、今後検討していくべき点は多いc
状況に対する
積極的な関わり
　　／．／
．／’
未来への決心
希望
ポジティブな見かけの
決断表情 ＼＼
　＼
＼
　＼ チャレンジ、
対処
ネガテ，ブ蜆かけの／
決断表情
交感神経系の賦活’
喚起水準の上昇
図1　2つの決断の道筋
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　次に、再認確信度の結果から、実験参加者は表情が示す感情をひとつの有力な手がかりとして記
憶を形成していることが窺えた。最初の呈示時に該当しない恐怖の表情については、ほぼ違いを見
出すことができたようだった。恐怖の表情について、たぶんあったと回答した者が2名、確かにあ
ったと回答した者が1名であり、57名中あった側に回答した者は3名だけであった。その一方、軽
蔑の表情については、極めて高い誤再認が見られ（m－3．44）、決断の表情もある程度の誤再認が見ら
れて一貫した混同される表情があることが示された。軽蔑は不快や嫌悪と見間違われることが多い
ようである（Schlosberg，1952）。もしも、決断などに一定の表情がなく、ランダムでまちまちな表情
であれば、決意の表情であると認識されることも混同を招くことも少ないはずであるが、ある程度
「決意」と認識される傾向のある表情同士が取り違えられたことから、そのようなカテゴリーの表
情があることがやや間接的ながら推定可能である。その際、混同を招いた表情は、不快、不満、嫌
悪、怒りの評定が高かったものであった。
　また、最も誤再認が多かった軽蔑の表情についても、比較的決意評定が高かったno．13の不快を
示した写真刺激と間違われていた場合のあることがインタビューから判明し、先に述べた軽蔑、誇
りと決断との関連性にも注意を払う必要があることが示唆された。ポジティブな決断、ネガティブ
な決断とその詳細な内容や他の感情との関連性について、今後もさらに実証的知見を積み重ねてい
くことが求められる。
（注）本研究は、平成15，16年度科学研究費補助金基盤研究（B）（2）「感情の社会的機能とその理解お
　　よび応用：豊かな感情生活を生きるために」（研究代表者：久保ゆかり）の補助を受けて行わ
　　れた。
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【Abstract】
The　Function　of　Affect：Feeling　of　Determination
KITAMURA　Hideya
　　　　This　experimental　research　set　out　to　investigate　the　function　of　affect．　One　of　the
functions　of　affect　is　to　display　and　convey　one’s　inner　state　of　feeling　to　others．　Therefore，　it
is　very　important　ability　for　man　kind　to　read　other’s　facial　expressions．　We　can　read　various
messages　and　mean三ngs　from　other’s　facial　expressions　and　the　communality　has　been
found　in　past　researches　what　feeling　one　would　read　from　a　spechic　facia1　expression．　Few
researchers，　however，　have　paid　attention　to　the　feeling　of　determination，　or　resolve．
　　　　Schlosberg　implied　similarities　between　the　facial　expressions　of　anger　and
determination．　In　this　article，　I　argue　on　the　function　and　meaning　of　the　facial　expression　of
determination．　From　the　perspective　of　evolutionary　adjustment，　anger　and　detemination
may　share　the　same　origin．
　　　　Apreliminary　experiment　was　conducted　to　test　this　hypothesis，　and　to　observe
whether　we　are　capable　of　discriminating　the　facial　expressions　of　anger　and　determination．
Fourteen　photographs　of　various　facial　expressions　were　presented　to　fifty－seven
participants　and　they　rated　the　feeling　states　of　each　facial　expression　on　twenty－one　items　of
affection　scale．　The　results　indicated　significant　correlation　between　ratings　of　anger　and
determination，　but　the　coeffTicient　was　very　low．　Pride，　hope，　and　determination，　on　the　other
hand，　were　intercorrelated　with　one　another．　Analysis　of　prlncipal　components　showed　that
pride　and　determinat．ion　cons　tituted　an　independent　component．
　　　　Following　this，　a　recognition　task　was　conducted　with　the　same　sample，　and　errors　of
recognition　were　found　among　similar　facial　expressions．　Errors　were　found　particularly
among　the　facial　expressions　of　unpleasantness　and　determination．　It　was　fUrther　concluded
that　there　are　two　types　of　determination－positive　and　negative－and　there　may　be　different
odgins　or　in且uences　modu▲ating　the　feeling　of　dete㎜ination．
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